








3 歳未満児の腎盂,尿管形成術,逆流防止術後,全ての症例において腎,尿路の形態的,機能

的改善が著明であった。形成不全腎の正常化は望めないとしても,腎盂尿管移行部狭窄,膀

胱尿管移行部狭窄は当然のこと,VUR もいたずらに自然治療を期待することにより,そうで

ない症例の増悪を生来することの方が重大で,組織と機能が不可逆性になる前の除去が,そ

の後の回復性に好影響を与えると思われた。 


